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経営企画部霧島木質発電㈱へ出資
当社は霧島木質発電㈱の株式を取得し、事業に参画しました。
霧島木質発電㈱は、国産木質チップを燃料として活用する木質バイオマス発電の事業を行っています。
木質バイオマス発電は、再生可能エネルギーの中でも、燃料さえあれば天候に左右されず安定的に発電でき、
地域活性化や林業の活性化に加え、エネルギーの地産地消にも資する重要なエネルギー源です。
これまで、当社は工事会社として霧島木質発電所の定修工事等に携わってきましたが、これからは事業者と
しての視点も加え、㈱九電工をはじめ、その他の株主の方々とともに、木質バイオマス発電の事業運営に取り
組むことを通して、社会課題である環境保全・脱炭素社会の実現・エネルギーの安定供給に貢献します。

【会社概要】

社　　　名 霧島木質発電㈱

所　在　地 鹿児島県霧島市

発 電 出 力 5,750kW

年間発電量 約 4,000 万 kWh

出 資 比 率

㈱九電工　

NPC　　  

その他　　  　

85％

10％

5％

▼発電所全景
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11 月 15 日と 16 日、玄海原子力第一事業所と第二事業所において、九州電力㈱ 

玄海原子力発電所 安全品質保証統括室の下田室長から訓話をいただきました。

【訓話要旨】
現在、3 号機の並列に向けて大変重要な時期であり、労働

災害・品質トラブルを防止するためには一人ひとりの安全・

品質に対する意識醸成が不可欠となるため、次の 3 点を

お願いしたい。

◦�一人ひとりが基本ルールを守り、些細な危険及び設備の

異常を見逃さない強い「心掛け」を持つこと。

◦ ��RKY※時は、現場でのリスクを洗い出すとともに、作業員

同士で現場に潜む些細なリスクがないか、常に「問い掛け」

を行うこと。

◦�自分の作業だけでなく、他の作業者の行動も意識し、不安全

行動に対する注意の「声掛け」を行うとともに、第三者に

よる職域を超えた「声掛け」も行うこと。

最後に、新型コロナウイルスの感染防止対策を徹底し、3 号機と 4 号機の再稼働に向け、一致団結して無災害・

品質トラブルゼロを達成していただきたい。

▲�3号機と4号機の再稼働に向け、安全・品質に対する意識醸成を働きかける
下田室長

玄海原子力第一事業所
玄海原子力第二事業所

11 月 8 日、九州電力㈱　川内原子力発電所　安全品質保証統括室の高田副室長から訓話を

いただきました。

【訓話要旨】
◦�品質管理で重要なことは、日頃から職場におけるコミュニ

ケーションをとるとともに、「思い込み」を防止するため

の確認作業である。

◦�身近なことでも起こり得る「思い込み」を重大災害につな

がるおそれのある危険物を扱う業務や高所作業ではしない

よう、意識して確認作業を行う必要がある。

◦�「確認したつもり」になることなく、本当にこれで十分か、

その他の関連する事項にも見落としがないかを確認して

ほしい。

川内原子力事業所

▲自身の実体験を交えて、確認作業の重要性を述べる高田副室長

【発令日：12月 31日】

◆玄海原子力第一事業所
　　今泉 安広さん
◆玄海原子力第二事業所
　　森田 安彦さん
◆研修所
　　石橋 博光さん

長い間、
おつかれさまでした！！

【濱洲所長から一言】
1 月 1 日に新八代工事所を開設しま

した。
この度、75,000kW 級バイオマス

発電所建設工事のうちボイラ機械設備
を㈱ IHI プラント、タービン機械設備
を東芝プラントシステム㈱から受注し
ました。

近年施工した同規模の工事で得た、
良好点や反省点から学んだことを活かし災害・品質不適合
ゼロで工事を完遂できるよう所員一同頑張ります。

今後も皆さま方のご指導とご協力をよろしくお願いします。

新八代工事所を開設

濱洲 興平 所長

プラント建設部

▲完成予想図

■所 在 地：〒866-0034
　　　　　　熊本県八代市新港町2丁目3番1号
■工事名称：�合同会社くまもと森林発電 納め
　　　　　　八代バイオマス発電所建設工事
■工事概要：バイオマス発電設備
　　　　　　（ボイラ設備、タービン設備、付帯設備）
■工　　期：2023年1月15日～2024年6月15日

■主要工程
2023年  1月  1日

  1月26日
  5月  1日
  5月30日
10月18日

2024年  2月10日
  3月20日
  6月15日

工事所開設
立柱式
タービン工事着工
蒸気ドラム揚げ
ボイラ水圧
消防検査
火入れ
運開

大
牟
田
大
鞘
八
代
線

新港町

八代市

西日本プラント工業㈱
新八代工事所

高島公園

熊本県

八代市

訓話を受け、所員・協力会社社員一丸となり、「思い込み」を防止する確認作業に努め、川内原子力発電所の品質

管理を徹底していくよう改めて誓いました。

訓話を受け、作業に潜むリスクに気づくことの重要性を改めて認識し、一致団結して無災害・品質トラブルゼロを

達成することを所員一同で誓いました。

※ RKY ＝リスクアセスメント危険予知活動
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編 集 後 記編 集 後 記
あけましておめでとうございます。
2023 年は癸卯（みずのとう）の年です。十干の
10番目にあたる「癸」と、十二支の4番目にあたる「卯」の
組み合わせで、十干十二支では 40番目にあたります。
この 2つの組み合わせである癸卯は「これまでの努力
が花開き、実りはじめる」ことを表し、大変縁起が良い
年とされています。当社にとってもこれまでの取組みが
花開き、実を結ぶとともに卯のように勢いよく飛躍できる
年となることを願っています。
本年も社内報「NPC NeWS」をよろしくお願いします。

（やまD）


